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(54)【発明の名称】 スイッチを内蔵したコネクタおよび超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置の本体例のコネクタ、または
探触子側のコネクタに電子式または機械式スイッチを内
蔵して、従来のスイッチが占めていた基板上の面積を減
少させること。
【解決手段】  診断装置本体１００側のＢ基板９に装着
したソケット側コネクタ１１、または、探触子１０７側
のＡ基板８に実装したプラグ側コネクタ１０の内部に、
電子式または機械式スイッチ５

1
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2
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n
Ｓ

Ｗを収納し、スイッチ制御用端子１２からの制御信号に
より、前記スイッチをオン、オフ制御するように構成し
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波診断装置の本体側ソケットコネク
タまたは、探触子側プラグコネクタの内部に電子式また
は機械式スイッチを収納し、制御信号を前記スイッチへ
供給する制御することにより、コネクタのソケット側と
プラグ側との間の導通をオン・オフ制御可能としたこと
を特徴とするスイッチを内蔵したコネクタ。
【請求項２】  前記電子式スイッチをダイオードとＦＥ
Ｔもしくはトランジスタとにより構成したことを特徴と
する請求項１記載のコネクタ。
【請求項３】  前記機械式スイッチをソレノイドと結合
棒とにより構成し、制御信号により、前記ソレノイドが
作動したときに結合棒を機械的に移動して前記スイッチ
をオン、オフ制御することを特徴とする請求項１記載の
コネクタ。
【請求項４】  複数の超音波振動子を有し、それぞれの
前記超音波振動子からの出力をコネクタを介して診断装
置本体に入力させる超音波探触子と、前記コネクタから
の出力によって超音波画像を構成する画像処理回路を備
えてなる超音波診断装置において、上記コネクタとして
請求項１、請求項２、請求項３、記載のコネクタを用い
たことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、コネクタのソケッ
ト側とプラグ側との間の導通、絶縁を担うスイッチをコ
ネクタ内に収容したコネクタ、及びこのコネクタを探触
子と装置本体との接続に用いた超音波診断装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】図７は、従来の超音波診断装置の構成を
示すもので、診断装置本体１００と、探触子群１０７と
よりなっている。診断装置本体１００はコネクタ１０１
ａ、１０１ｂと、切替スイッチ群１０２ａ、１０２ｂ
と、送受信回路１０３と、振動子切換制御信号発生回路
１０４と、受信整相回路１０５とを有し基板上に装着さ
れている。コネクタ１０１ａ、１０１ｂは、診断装置本
体１００と探触子群１０７とを電気的に導通、絶縁させ
るものである。振動子切換制御信号発生回路１０４は、
切替スイッチ群１０２ａ、１０２ｂのオン、オフを制御
し、送受信回路１０３が超音波探触子群１０７へ超音波
信号を送信し、また、超音波探触子群１０７からの超音
波信号を受信するように制御するものである。受信整相
回路１０５は、送受信回路１０３からの超音波信号を遅
延回路により整相するものである。一方、超音波探触子
群１０７は、超音波振動子群１０６ａを有する探触子１
０７ａと、超音波振動子群１０６ｂを有する探触子１０
７ｂとによりなっている。そして、探触子１０７ａおよ
び１０７ｂは、それぞれ、コネクタ１０１ａおよび１０
１ｂを介して、診断装置本体１００に対して電気的に導
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通、絶縁されるようになっている。
【０００３】図８は、図７の切替スイッチ群１０２ａ、
１０２ｂを診断装置本体１００のＢ基板９に搭載した例
を示す。この場合、切替スイッチ群１０２ａ、１０２ｂ
はリレースイッチ群２００と、これに接続されたＢ基板
取付側引出し線端子７とによりなっている。そして、リ
レースイッチ群２００は、図７の振動子切換制御信号発
生回路１０４により、そのオン、オフを制御されるよう
になっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上記切替スイッチ群
は、探触子単位の切り替えを担うリレースイッチと、超
音波振動子単位の切り替えを担う電子式高圧スイッチと
から構成される。しかし、このような従来のコネクタに
おいては、複数のコネクタが基板に取りつけられ、いず
れかの、もしくは、複数のコネクタの導通、および絶縁
を選択する必要がある場合、絶縁したいコネクタのプラ
グ側コネクタとソケット側コネクタを分離するか、もし
くは、コネクタの導通を取捨選択するスイッチを基板上
に搭載しなくてはならない。また、基板上に搭載するス
イッチの数が、基板に接続され得る最大コネクタ数に依
存するために、搭載される最大コネクタ数が異なる基板
を設計する場合、設計に大きな変更を要する。すなわ
ち、図７および図８のように診断装置本体１００の切替
スイッチ群１０２ａ、１０２ｂをＢ基板９上に搭載する
ことは、その分だけ余分に基板の面積を占有することに
なる。同時に接続される探触子の数、また、１探触子に
搭載される超音波振動子の数が、ますます増加している
現況の超音波診断装置において、上記スイッチ群は、複
数の探触子から、１探触子の電気的導通を選択する目的
で実装されるスイッチであるが、基板実装面積が広く、
限られた面積の基板上に実装するのがますます困難な状
況にある。さらに、図９は、超音波診断装置において、
送信、受信、データセットを行うタイミングを示したも
のである。１０マイクロ秒のデータセット時間以内で、
複数の探触子から、１探触子の電気的導通の選択が要求
される。現況の超音波診断装置の高い繰り返し周波数に
おいて、導通－絶縁の切り替え時間が数ミリ秒であるリ
レースイッチは、特に、高速で複数の探触子を切り替え
て使用する目的には不適切であるので、上記のスイッチ
群には不向きである。つまり、一般的に使用されている
リレースイッチは、クロストークが小さい、耐電圧が高
いという長所を持つが、基板実装面積が広く、制御用電
力が必要であり、導通－絶縁切替え時間が長いという短
所を併せ持つ。
【０００５】そこで、本発明は、このような問題点に対
処し、１コネクタの導通－絶縁を制御するスイッチをコ
ネクタ内部に収容し、リレースイッチが占有していた領
域を開放することにより、実装される最大コネクタ数が
異なる場合の基板設計の変更点を最小限に抑える。
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【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を達成するため
に、本発明によるスイッチ付きコネクタは、プラグ側コ
ネクタ、もしくは、ソケット側コネクタ内部にスイッチ
を設け、両コネクタに接続される基板間の導通、絶縁を
コネクタ内部のスイッチで制御することを試みるもので
ある。また、上記コネクタ内部のスイッチは、機械式、
もしくは、電子式のいずれの方式を用いたものでもよ
い。また、上記機械式スイッチの導通－絶縁制御の方法
は、ソレノイドコイルによる磁場を用いた方法、油圧、
水圧、空気圧を用いた方法、モーターを用いた方法のい
ずれの方法を用いたものでもよい。上記電子式スイッチ
は、ＦＥＴ，ダイオード，トランジスタを用いたもので
もよい。
【０００７】さらに、上記コネクタの関連発明としての
超音波診断装置は、複数の超音波振動子を有し、それぞ
れの超音波振動子からの出力をコネクタを介して診断装
置本体に入力させる超音波探触子と、前記コネクタから
の出力によって超音波画像を構成する画像処理回路を備
えてなる超音波診断装置において、上記コネクタとし
て、上記スイッチ付きコネクタを用いたものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下本発明の実施の形態を図１な
いし図６を用いて説明する。図１は、診断装置本体１０
０側からの送信信号１１０をソケットを介して探触子１
０７側に伝達し、探触子１０７側からの受信信号１２０
を同じくコネクタを介して本体１００側で受信するよう
に構成したもので、特に、コネクタの構成に特徴をもっ
ている。診断装置本体１００に実装されたＢ基板９には
ソケット側コネクタ１１を搭載する。このソケット側コ
ネクタ１１の内部には、電気的または機械的スイッチ群
５
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ＳＷを収納する。このスイッチ

群５
1
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n
ＳＷは、それぞれ、接片３を

有する接点ｃと、これらに対応して設けたソケット２と
により構成する。そして、Ｂ基板９にはＢ基板取付側引
出し端子７を接点ｃに対応して植立し、これをソケット
側コネクタ１１の接点ｃ側に形成した孔に挿通して、コ
ネクタ１１がＢ基板９に装着され、端子７と接点ｃとが
電気的に接続されるように構成する。一方、探触子１０
７側のＡ基板８には、プラグ側コネクタ１０を搭載す
る。Ａ基板取付側引出し線端子６はＡ基板８に設け、プ
ラグ側コネクタ１０の孔を貫通して、この貫通した部分
がプラグ１になるように搭載し、プラグ１はソケット側
コネクタ１１のソケット２に嵌合し、プラグ側コネクタ
１０とソケット側コネクタ１１とが機械的に合体し、引
出し端子６と７とが電気的に接続されるようにする。ス
イッチ制御用端子１２は、Ｂ基板９に設け、振動子切換
制御信号発生回路１０４（図７）からの制御信号によ
り、スイッチ５
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n
ＳＷを電気的また

は機械的にオン、オフし、端子６、７間の導通、絶縁を
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制御するように構成する。
【０００９】以上の構成により、制御端子１２からの制
御信号により、スイッチコネクタ５

1
ＳＷ、５

2
ＳＷ、…

５
n
ＳＷのオン、オフを制御し、本体１００側より超音

波信号１１０を送信し、探触子１０７側からの超音波受
信信号１２０を本体１００側で受信するようにする。
【００１０】図２は、本発明の第２の実施例を示すもの
で図１のスイッチ群５
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ＳＷを電気

式スイッチＳにしたものである。すなわち、ソケット側
コネクタ１１に電子スイッチＳを内装し、そのオン、オ
フを制御用端子１２からの制御信号で制御するように構
成したものである。図３は、このスイッチＳの詳細な回
路３９と、この回路３９を制御する公知の回路ブロック
である。この電子式スイッチ回路３９は、２つのＦＥＴ
３５ａ、３５ｂとダイオード３６ａ、３６ｂから構成さ
れ、レベルシフター３４に印加される電源電圧３７の投
入－遮断を前段のクロック信号３８を有するシフトレジ
スター３２、後段のラッチ３３で各チャネルごとに制御
するように構成されている。上記、レベルシフター３
４、シフトレジスター３２、ラッチ３３は既存の技術で
あり、ラッチ、レベルシフターは、各スイッチにつき１
つづつ必要である。シフトレジスターは、複数のスイッ
チの導通－絶縁のデータを送りこむ働きをするものであ
る。ラッチは、各スイッチのデータを書きかえる間、デ
ータを保持する働きをするものである。レベルシフター
は、送りこまれた導通－絶縁のデータを、スイッチの導
通－絶縁に必要な電流、電圧に変換するものである。こ
の電子式スイッチは、他にも、ダイオード、トランジス
タ等の電子スイッチ機能を組み込むことによっても構成
され得る。これら電子式スイッチを用いることにより、
導通－絶縁切り替えの高速化を実現できる。
【００１１】図４は、本発明の第３の実施例を示すもの
で、図１のスイッチ群５

1
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2
ＳＷ…５

n
ＳＷを機

械式スイッチにしたものである。上記機械式スイッチ
は、ソケット側コネクタ１１のＢ基板９の取付け側引出
し線端子７にスイッチ制御用端子１２を備え、Ｂ基板９
側からスイッチ制御用端子１２を通じて、ソケット側コ
ネクタ１１内に備えられた結合棒制御部２２で結合棒２
１を出し入れ制御することによって、スイッチ群のコネ
クト部の接片３を一斉に、対応する接点４に接触、もし
くは接点４から分離させることによって、スイッチ群の
導通－絶縁の制御を行う構成である。
【００１２】上記結合棒制御部２２は、図５に示すよう
に、ソレノイドコイル２３と結合棒２１とよりなり、ソ
レノイドコイル２３は制御端子１２からの制御信号によ
り磁場を発生し、その磁力により結合棒２１を矢印（左
右）の方向に移動制御するようにする。結合棒２１には
接片３をかみ合せて結合し、結合棒２１がソレノイド２
３により左側に移動したときには、接片３も左側に動い
てスイッチをオフにし、結合棒２１が右側に移動した場



(4) 特開２００１－２０４７２７

10

20

30

40

50

5
合には、接片３も右側に倒れて接点４と接触し、スイッ
チをオンの状態にする。なお、ソレノイドコイル２３に
よるもの以外にも、油圧、空気圧、水圧による方法、モ
ーターと偏芯カムによる方法のいずれの方法を用いたも
のでもよい。なお、上記機械式スイッチにおけるコンタ
クト部は、図６に示すように、様々な構成が考えられ、
特に、接点とソケットを省略し、接片が直接プラグに接
触、プラグから分離するような構成にしてもよい。さら
に、１コンタクト部につき複数の接片を設け、これら接
片が同時に対応するプラグに接触、プラグから分離する
ような構成にしてもよい。すなわち、図６（ａ）は本発
明の実施例で用いたスイッチの構成を示すもので、プラ
グ１はソケット２に挿入され、接片３は接点４に接触、
非接触になるように構成されている。図６（ｂ）はプラ
グ１に直接接片３を接触、非接触させるようにしたもの
であり、さらに、図６（ｃ）は２つの接片３ａ、３ｂを
プラグ１に、直接接触、非接触させるようにしたもので
ある。図６（ｂ）および（ｃ）のように、図６（ａ）に
示した接点４とソケット２とを省略した場合、実質、接
合部を一つ減らしたことになり、オン抵抗が小さくな
り、微小信号に対して有利になって信頼性を向上させる
ことができるようになる。なお、図１、図２、図４にお
いては、ソケット側コネクタにスイッチを備えるものと
して説明したが、Ａ基板取付け側引出し端子とプラグの
間にスイッチを備え、Ａ基板側からスイッチ制御用端子
を通じてスイッチ群の導通－絶縁制御を行う構成にして
もよい。また、上記スイッチ付きコネクタのコンタクト
部を、特に１次元配列で説明したが、これは、２次元配
列のコンタクト部によって構成されてもよい。
【００１３】上記コネクタを用いることにより、１コネ
クタの導通－絶縁を制御するスイッチをコネクタ内部に
収容し、コンポーネント化を進めることによって、実装
される、（もしくは、選択される）コネクタ数が異なる
場合の基板設計の変更を最小点に抑えることができ、汎
用性の向上を実現できる。
【００１４】さらに、上記コネクタの関連発明としての
超音波診断装置の実施例は、複数の超音波振動子を有
し、それぞれの超音波振動子からの出力をコネクタを介
して診断装置本体に入力させる超音波振動子と、前記コ
ネクタからの出力によって超音波画像を構成する画像処
理回路を備えてなる超音波診断装置において、上記コネ
クタとして本発明によるスイッチ付きコネクタを用いる
ことにより、リレースイッチが占有していた領域を開放
し、接続される最大探触子数が異なる場合の基板設計の
変更点を最小限に抑えることができると共に、現況の高
周波数下での超音波診断装置において、十分高速な探触
子切り替え時間を実現することができる。
【００１５】また、超音波診断装置に、上記電子式スイ
ッチを用いた場合、これら電子式スイッチ群は探触子切
り替えと、振動子切り替えの両方の役割を担うことがで*

6
*き、振動子切り替え用電子式高圧スイッチを別途、基板
上に実装する必要もなくなる。さらに、また、接続する
探触子数（チャネル数）がますます増加している現況
で、基板上のリレースイッチ占有領域を開放し、探触子
コネクタ数の増加による基板設計の変更点を最小限にで
き、汎用性の向上を実現できるとともに基板実装部品の
大幅な減少による、組み立て工数と歩留まりの低減をは
かることができる。そして、多チャネルスイッチを基板
上で実現することによる結線引きまわしの困難と、結線
長の差異による各チャネル間の遅延時間のばらつき、さ
らに、結線長に比例したクロストークを回避でき、さら
に、より層数の少ない基板を選ぶことができることによ
る、コストの低減を実現することも可能である。
【００１６】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、複数のコ
ネクタの導通制御に必要なスイッチをそれぞれのコネク
タに収めたので、コンポーネント化が進み、接続され得
る最大コネクタ数に依存した基板設計の困難を回避する
ことができると共に、基板上のリレースイッチが占有し
ていた領域を開放することができる。なお、本発明によ
るコネクタを実装した超音波診断装置は以上のように構
成されたので、接続され得る最大探触子数に依存した基
板設計の困難を回避することができる。とくに、１９２
個の超音波振動子を有する１探触子を２個接続できる超
音波診断装置において、探触子切り替えを担うリレース
イッチの基板実装面積は約１２６ｃｍ2であり、本コネ
クタを用いることにより、この領域が開放されることに
なり、接続される最大探触子数が増加する現況におい
て、有意である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の構成を示す図である。
【図２】本発明の第２の実施例としてコネクタ内スイッ
チとして電子式スイッチを用いた場合を示す図である。
【図３】本発明の第２の実施例に示したコネクタ内スイ
ッチとして電子式スイッチを用いた場合のスイッチ回路
部を示す図である。
【図４】本発明の第３の実施例に示したコネクタ内スイ
ッチとして機械式スイッチを用いた場合を示す図であ
る。
【図５】本発明の第３の実施例に示したコネクタ内スイ
ッチとして機械式スイッチを用いた場合の結合棒制御部
としてソレノイドコイルの磁場を用いた場合を示す図で
ある。
【図６】本発明の第３の実施例に示したコネクタ内スイ
ッチとして機械式スイッチを用いた場合のコンタクト部
の構成を示す図である。
【図７】従来の超音波診断装置本体を示す図である。
【図８】従来のコネクタを用いて、基板上にスイッチを
設けた場合を示す図である。
【図９】超音波診断装置において、送信、受信、データ
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セットを行うタイミングを示す図である。
【符号の説明】
１  プラグ
２  ソケット
３  接片
４  接点
５

1
～５

n
  ＳＷ群

６  Ａ基板取付側引出し線端子
７  Ｂ基板取付側引出し線端子
８  Ａ基板
９  Ｂ基板
１０  プラグ側コネクタ
１２  スイッチ制御用端子
２１  結合棒
２２  結合棒制御部
２３  ソレノイドコイル
３２  シフトレジスター *

8
*３３  ラッチ
３４  レベルシフター
３５ａ～ｂ  ＦＥＴ
３６  ダイオード
３７  電源電圧
３８  クロック信号
３９  スイッチ回路
１００  診断装置本体
１０１ａ～ｂ  コネクタ
１０２ａ～ｂ  切替スイッチ群
１０３  送受信回路
１０４  振動子切換制御信号発生回路
１０５  受信整相回路
１０６ａ～ｂ  超音波振動子群
１０７ａ～ｂ  探触子
２００  リレースイッチ群

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】
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